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１．機能

ＵＳＢ接続ＡＤ変換アダプタ ＤＡＣＳ－２５１０Ｊ（以下、ＵＳＢ－ＡＤＡ）は、パソコ
ンのＵＳＢポートに接続して、パソコンから送信するコマンドにより、アナログ電圧信号を

ＡＤ変換して読取るためのボードです。アナログ入力の各チャンネルは、ＵＳＢインターフ

ェイスと絶縁し、また各チャンネルは相互に絶縁しています。

（注）このボードは、ＤＡＣＳ－２５００－ＢＭのアダプタボードとなっており、

パソコンのＵＳＢに接続して使用するためには、ＤＡＣＳ－２５００－ＢＭ

が必要です。

USBｹｰﾌﾞﾙ

USB-DIO DACS-2500-BＭ

USB USB

パソコン ポート Bｺﾈｸﾀ

または

ＵＳＢハブ 50Pﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙ

USB-ADA DACS-２510Ｊ

絶縁アンプ使用

プログラマブル・ゲイン・アンプ内蔵

入力電圧範囲 工業標準 ±１０Ｖ

１２ｂｉｔ ＡＤ変換
ｱﾅﾛｸﾞ電圧入力

BNC CH1 CH2

特徴

（１）ＵＳＢインターフェイスとアナログ入力回路とは電気的に絶縁しています。

従って、パソコンとは絶縁した状態で、アナログ信号の計測ができます。

アナログ入力ｃｈ１とｃｈ２の０Ｖも相互に絶縁しています。

（２）内蔵のアナログスイッチにより、２ｃｈの入力を切換えて計測できます。

（３）プログラマブルゲインアンプ回路内蔵。 １倍 １０倍 １００倍 の３種類。

アナログ入力ｃｈ１とｃｈ２は、それぞれ個別にゲイン設定ができます。
（４）入力電圧範囲 工業標準 ±１０Ｖ （アンプゲイン １倍のとき）
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主な機能

１ パソコンとの接続 ＵＳＢインターフェイス
高速拡張ＣＯＭポートまたは専用ＵＳＢ機器として動作。

パソコンとの接続には ＤＡＣＳ－２５００－ＢＭ が必要。

ＤＡＣＳ－２５００－ＢＭ １台に、最大２台の

ＵＳＢ－ＡＤＡを接続することが可能。

２ アナログ入力 ２ｃｈ 電圧入力

電圧範囲 ±１０Ｖ（アンプゲイン１のとき）

ＵＳＢインターフェイスとは絶縁アンプにより絶縁

各アナログ入力の０Ｖも相互に絶縁しています。

入力抵抗 ３ＭΩ以上

入力回路の詳細は３項を参照ください。

３ アンプゲイン プログラマブル・ゲイン・アンプ内蔵

パソコンからのコマンドにより切換

１倍 １０倍 １００倍 の３種類

各チャンネルを個別に設定することができます。

４ ＡＤ変換 変換長 １２ｂｉｔ

変換時間 １０μｓ

アンプゲイン１倍 -10V (000(H)) ～+10V (FFF(H))

アンプゲイン10倍 -1V (000(H)) ～ +1V (FFF(H))

アンプゲイン100倍 -0.1V (000(H)) ～+0.1V (FFF(H))

変換精度 全アンプゲイン、全レンジで

ＤＣ±２ＬＳＢ （２５℃）

または ±０．５ｍＶのうち大きい値
直線性誤差 ＤＣ±１ＬＳＢ （２５℃）

５ 動作速度（目安） 仮想ＣＯＭドライバ使用時

最大繰返し周波数 ５０Ｈｚ

ダイレクトドライバ使用時

最大繰返し周波数 １ＫＨｚ

連続サンプリング最大周波数 １０ＫＨｚ

（注）詳細は、ＤＡＣＳ－２５００取扱説明書

６項の解説を参照ください。

６ 電源 ＋５Ｖ（±１０％） 最大２６０ｍＡ

パソコンからＵＳＢケーブル経由にて供給する場合は、

ＤＡＣＳ－２５００－ＢＭの電源出力コネクタに接続しま

す。

７ 絶縁抵抗 ＵＳＢ ０Ｖコモン ←→ アナログ入力０Ｖ間

アナログ入力チャンネル間

２００ＭΩ以上（ＤＣ２５０Ｖ ２５℃ 製品出荷時）

８ 動作周囲温度 ０～５０℃
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２．構成

フォト

カプラ

ＣＮ３

ＣＮ１ プログラマ アナログ

アナログ BNC ブルゲイン 絶縁アンプ スイッチ ５０Ｐ

電圧入力 アンプ コネクタ

ｃｈ１ (ﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙ

用)

ＣＮ２ プログラマ ＤＡＣＳ－

アナログ BNC ブルゲイン 絶縁アンプ ＡＤ変換器 ２５００と

電圧入力 アンプ 接続
ｃｈ2

±15V ±15V ±15V

ＣＮ４

DC/DC DC/DC DC/DC ＋５Ｖ電源

入力

図２．１ ＵＳＢ－ＡＤＡ（ＤＡＣＳ－２５１０Ｊ） ブロック図

図２．２ ＵＳＢ－ＡＤＡ（ＤＡＣＳ－２５１０Ｊ） 外形図
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３．コネクタピン配置と入出力信号仕様

ＣＮ１ アナログ電圧ｃｈ１入力コネクタ （ＢＮＣ）

ＣＮ２ アナログ電圧ｃｈ２入力コネクタ （ＢＮＣ）

アナログ電圧入力回路

+15V

アナログ アンプ回路

電圧入力 入力抵抗

抵抗２．２ＫΩ １０ＭΩ以上

許容入力電圧範囲

－１５～＋１５Ｖ 抵抗 -15V
（警告）入力電圧範囲を超える電圧を ４．７ＭΩ

入力すると、ボードに使用して

あるデバイスが壊れます。

アナログ電圧入力と

ＵＳＢインターフェイス回路とは

絶縁アンプにより絶縁しています。

ｃｈ１とｃｈ２の０Ｖも絶縁しています。

ＣＮ３ ディジタル入出力コネクタ
（５０Ｐフラットケーブル用 ＤＡＣＳ－２５００ との接続に使用）

基板側 型式 オムロン ＸＧ４Ｃ５０３１

ケーブル側 型式 オムロン ＸＧ４Ｍ５０３０

（注）ＤＡＣＳ－２５００－ＢＭと接続するケーブルは標準添付となっています。

標準添付品は 長さ５ｃｍ ＤＡＣＳ－２５１０Ｊ １台接続用。

標準添付仕様以外のケーブルを必要とされる場合は、別途ご用命ください。

２ ４ ６ ８ 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50

１ ３ ５ ７ ９ 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49

△
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１ ＡＤ変換出力 ｂｉｔ０(LSB) ２ ＡＤ変換出力 ｂｉｔ１

３ ＡＤ変換出力 ｂｉｔ２ ４ ＡＤ変換出力 ｂｉｔ３
５ ＡＤ変換出力 ｂｉｔ４ ６ ＡＤ変換出力 ｂｉｔ５

７ ＡＤ変換出力 ｂｉｔ６ ８ ＡＤ変換出力 ｂｉｔ７

９ ＡＤ変換出力 ｂｉｔ８ １０ ＡＤ変換出力 ｂｉｔ９

１１ ＡＤ変換出力 ｂｉｔ１０ １２ ＡＤ変換出力 ｂｉｔ１１(MSB)

１３ １４

１５ １６

１７ １８

１９ ２０

２１ ２２

２３ ２４

２５ ０Ｖ ２６ ０Ｖ

２７ ２８

２９ ３０
３１ ３２

３３ ３４

３５ ３６

３７ ３８

３９ CH1アンプゲインＡ０（ＪＰ１） ４０ CH1アンプゲインＡ０（ＪＰ２）

４１ CH1アンプゲインＡ１（ＪＰ３） ４２ CH1アンプゲインＡ１（ＪＰ４）

４３ CH2アンプゲインＡ０（ＪＰ５） ４４ CH2アンプゲインＡ０（ＪＰ６）

４５ CH2アンプゲインＡ１（ＪＰ７） ４６ 入力チャンネル切換

４７ ＡＤ変換器ＣＳ信号 ４８

４９ ＡＤ変換器ＲＣ信号 ５０ CH2アンプゲインＡ１（ＪＰ８）

（１）ＡＤ変換器ＲＣ信号

High → Low の変化にてＡＤ変換開始 lowパルス幅は 最小50ns

変換開始から、最大９μsにて変換が終了。

ＡＤ変換完了後、ＲＣ信号がHighの状態にてＡＤ変換データ出力が有効となり、

データ読み取りが可能となります。

ＤＡＣＳ－２５００－ＢＭ は、ホストからＳコマンドを受信したとき、

パルス幅500nsのＲＣ信号を、自動的に

ＵＳＢ－ＡＤＡ（ＤＡＣＳ－２５１０Ｊ）に送るようになっています。

（２）ＡＤ変換器ＣＳ信号

ＡＤ変換器ＣＳ信号は、通常、０（ｌｏｗ）を指定するようにします。

（３）入力チャンネル切換

Ｈｉｇｈにて ｃｈ１入力 Ｌｏｗにて ｃｈ２入力

切換信号変化から、アンプ回路が安定するまでの時間

最大 ２０ μs （ｆｕｌｌスイング時、ＡＤ変換ＬＳＢ以下に安定する時間）
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（４）アンプゲイン

通常は ＪＰ１ Ｃｌｏｓｅ ＪＰ３ Ｃｌｏｓｅ

ＪＰ５ Ｃｌｏｓｅ ＪＰ７ Ｃｌｏｓｅ

そのほかは Ｏｐｅｎ として使用。

このとき

Ｃｈ１は アンプゲインＡ０（ＪＰ１）と アンプゲインＡ１（ＪＰ３）

Ｃｈ２は アンプゲインＡ０（ＪＰ５）と アンプゲインＡ１（ＪＰ７）

にてアンプゲインをコントロールします。

ＤＡＣＳ－２５００に、２台目のＵＳＢ－ＡＤＡを接続するときは、

ＪＰ２ Ｃｌｏｓｅ ＪＰ４ Ｃｌｏｓｅ

ＪＰ６ Ｃｌｏｓｅ ＪＰ８ Ｃｌｏｓｅ

そのほかは Ｏｐｅｎ として使用。

このとき
Ｃｈ１は アンプゲインＡ０（ＪＰ２）と アンプゲインＡ１（ＪＰ４）

Ｃｈ２は アンプゲインＡ０（ＪＰ６）と アンプゲインＡ１（ＪＰ８）

にてアンプゲインをコントロールします。

Ａ１ Ａ０ ゲイン ＡＤ変換レベル

０ ０ １倍 -10V (000(H)) ～+10V (FFF(H))

０ １ 10倍 -1V (000(H)) ～ +1V (FFF(H))

１ ０ 100倍 -0.1V (000(H)) ～+0.1V (FFF(H))

１ １ 不定

アンプゲイン信号変化から、アンプ回路が安定するまでの時間

最大 500μs

ＣＮ４ 電源入力

（注）ＤＡＣＳ－２５００と接続するケーブルを標準添付しています。

標準添付品 －－－ 長さ１０ｃｍ ＤＡＣＳ－２５１０Ｊ １台接続用。

標準添付仕様以外のケーブルを必要とされる場合は、別途ご用命ください。

１ ＋５Ｖ（±１０％）電源入力 消費電流 最大２６０ｍＡ

２ 接続なし

３ ０Ｖ
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４．接続とジャンパ設定

４．１ ＵＳＢ－ＡＤＡ １台 を接続する

DACS-2500-BＭ

（別売）

パソコン

ＣＮ１ ＵＳＢ

標準添付 ５０Ｐフラットケーブルは

電源 ケーブル １対１対応の接続

ケーブル

（標準添付）
ＣＮ３ ＪＰ１，３，５，７ を短絡

その他は解放

ＤＡＣＳ－２５１０Ｊ

ＵＳＢ－ＡＤＡ

制御信号の出力方法

Ｃｈ１ アンプゲインＡ０（ＪＰ１）－－ディジタル出力 bit１２

Ｃｈ１ アンプゲインＡ１（ＪＰ３）－－ディジタル出力 bit１４

Ｃｈ２ アンプゲインＡ０（ＪＰ５）－－ディジタル出力 bit１６
Ｃｈ２ アンプゲインＡ１（ＪＰ７）－－ディジタル出力 bit１８

にてアンプゲインを決定します。

ＣＨ１ bit14 bit12

ＣＨ２ bit18 bit16

Ａ１ Ａ０ ゲイン

０ ０ １倍

０ １ １０倍

１ ０ １００倍

１ １ 不定

入力チャンネル切換（ディジタル出力 bit１９）にて入力チャンネルを切換えます。

Ｈｉｇｈにて ｃｈ１入力 Ｌｏｗにて ｃｈ２入力

ＣＳ信号（bit20）は常時 ０（ＬＯＷ）としておきます。

ＲＣ信号（ディジタル出力 ｂｉｔ２２）は、ＤＡＣＳ－２５００のＳコマンドに

より、ＤＡＣＳ－２５００が自動的に必要なパルスを出力します。
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４．２ ＵＳＢ－ＡＤＡ ２台 を接続する

DACS-2500-BＭ

（別売）

ＣＮ１

オプション ＤＡＣＳ－２５００と

ＣＮ３ ケーブル Ｎｏ．１は１対１対応の接続

ＤＡＣＳ－２５１０Ｊ ＪＰ１，３，５，７ を短絡

ＵＳＢ－ＡＤＡ その他は解放

Ｎｏ．１

ＪＰ２，４，６，８ を短絡

ＣＮ３ その他は解放

ＤＡＣＳ－２５１０Ｊ

ＵＳＢ－ＡＤＡ

Ｎｏ．２

Ｎｏ．１とＮｏ．２の接続は、

ディジタル入力０～１１とディジタル入力１２～２３

ＤＡＣＳ－２５１０Ｊの をクロス接続とする。

＋５Ｖ電源は、 すなわち、Ｎｏ．２のＡＤ変換出力０～１１が、

ＤＡＣＳ－２５００より ＤＡＣＳ－２５００のディジタル入力１２～２３に対応

２枚接続用の電源ケーブル するようにする。
にて供給します。 ディジタル出力は１対１対応の接続とする。

制御信号の出力方法

Ｎｏ．１基板 アンプゲイン Ｎｏ．２基板 アンプゲイン

ＣＨ１ bit14 bit12 bit15 bit13

ＣＨ２ bit18 bit16 bit23 bit17

Ａ１ Ａ０ ゲイン Ａ１ Ａ０ ゲイン

０ ０ １倍 ０ ０ １倍

０ １ １０倍 ０ １ １０倍

１ ０ １００倍 １ ０ １００倍

１ １ 不定 １ １ 不定

入力チャンネル切換（ディジタル出力 bit１９）にて入力チャンネルを切換えます。

Ｈｉｇｈにて ｃｈ１入力 Ｌｏｗにて ｃｈ２入力

ＣＳ信号（bit20）は常時 ０（ＬＯＷ）としておきます。

ＲＣ信号（ディジタル出力 ｂｉｔ２２）は、ＤＡＣＳ－２５００のＳコマンドに

より、ＤＡＣＳ－２５００－ＢＭ が自動的に必要なパルスを出力します。
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５．ＡＤ変換レベルの調整方法

本ボードにはＡＤ変換レベルの調整箇所はありません。

各チャンネルのオフセットとゲイン調整値を、ＤＡＣＡ－２５００－ＢＭ基板の

ＥＥＰＲＯＭに書き込んでいて、この値を使用してパソコンプログラムにて調整する

方法を採用しています。

６．サンプルプログラム

（１） ＣＤ－ＲＯＭのフォルダ １５ＢＸ￥１５ＢＸｓａｍｐｌｅ にある

サンプルプログラム Ｄ１５１ＡＤＳ は、マルチデバイス（ダイレクトドライブ）版

用になっています。

このプログラムを動作させるためには、ダイレクト版デバイスドライバをあらかじめ

インストールしておく必要があります。
ドライバのインストール方法は、ＤＡＣＳ－２５００ の取扱説明書を参照してくだ

さい。

添付のソースファイルは、Ｃ＋＋ Ｖｅｒ．６ 用です。

（２） サンプルプログラム Ｄ１５１ＡＤＳ を起動すると、

ＵＳＢポートに接続している ＤＡＣＳ－２５００（ＵＳＢ－ＤＩＯ） を最大４台ま

で検索し、それぞれのＩＤ番号を読取ります。従って、複数台のＤＡＣＳ－２５００

を接続するときは、すべてのＩＤ番号を異なった値にセットしておいてください。

（サンプルプログラムでは、ＩＤ番号０～３までの対応となっていますので、このう

ち、いずれかの番号をセットしてください。）

（３）プログラム起動後、キーボードの Ｇ を押すと、サンプリングとＡＤ変換の実行を開

始し、ＵＳＢ接続しているすべてのポートと、各ポートに接続している、ＤＡＣＳ－
２５１０Ｊ（ＵＳＢ－ＡＤＡ） ４ｃｈ分の入力電圧値を画面表示します。

（ＤＡＣＳ－２５１０Ｊを１台のみ接続している場合は、２枚目のボードの入力電圧

値は不定値になっています。）

（４）キーボードの Ｓ を押すと、サンプリングの実行を停止します。

（５）キーボードの Ｔ を押すと、サンプリング間隔の入力ができるようになります。

数値入力後、ＥＮＴＥＲを押すと、サンプリング間隔が入力した値になります。

（６）キーボードの ａ を押すと、ｃｈ１のアンプゲイン

キーボードの Ａ を押すと、ｃｈ２のアンプゲイン

キーボードの ｂ を押すと、ｃｈ３のアンプゲイン
キーボードの Ｂ を押すと、ｃｈ４のアンプゲインの入力ができるようになります。

数値入力後、ＥＮＴＥＲを押すと、アンプゲインが入力した値になります。

設定できるアンプゲインは １，１０，１００ の３種類です。これ以外の値を入力し

た場合は無効になります。

プログラムの動作に関する詳細は、ソースリストのコメントに詳しく記述しています

ので、そちらをご覧ください。

【完】
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ＤＡＣＳ－２５１０Ｊ 製品内容

製品の名称 ＵＳＢ接続ＡＤ変換アダプタボード ＤＡＣＳ－２５１０Ｊ

標準構成 ＤＡＣＳ－２５１０Ｊ 基板 １枚

ディジタル入出力接続用ケーブル ５ｃｍ １本

ＤＡＣＳ－２５００に１台のアダプタボードを

接続するケーブルを標準添付

電源接続ケーブル １０ｃｍ １本

ＤＡＣＳ－２５００の電源出力に接続するケーブ

ルを標準添付

（ＤＡＣＳ－２５１０Ｊを１台のみ接続する場合）

サンプルプログラム／取扱説明書（ＰＤＦファイル）

（サンプルプログラムはソースファイル付）
ＣＤ－ＲＯＭ １枚

別売品 ＤＡＣＳ－２５００に、２台のアダプタボードを接続するケー

ブル ５ｃｍ＋５ｃｍ

ＤＡＣＳ－２５１０Ｊ 販売条件

１． 接続の間違い、誤った取扱いによって、本ボードが故障しても、弊社は一切の

責任を負いません。

２． 本基板を使用した装置および機器にて発生する問題について、弊社はいかなる
責任も負いません

製造販売 ダックス技研株式会社
〒709-1203 岡山県岡山市南区西紅陽台1-58-650

TEL 08636-2-0782 FAX 08636-2-0395

ホームページ http://www.dacs-giken.co.jp


